



































 本文将百年日本汉语教材分为明治时期（1868—1912），大正至昭和 20 年
（1913—1945），昭和 21 年至昭和 62 年（1946—1987），平成 1 年至今
















































































































(5) 这一时期出现总次数 多（20 次以上）的称谓词依次为掌柜的（72）、先
生（39）、～掌柜的（29）、底下人（25）、跟班的（22）、和尚（21)注 4。 
 
2.2 大正至昭和 20 年（1913—1945） 
 大正至昭和 20 年的职业称谓词中共出现体力、技术、文化、管理、商贸、










































































(4) 文化领域的职业类社会称谓词主要包括学生、教师、翻译、律师 4 类。











(8) 这一时期出现总次数 多（20 次以上）的称谓词依次为掌柜的（33）、学
生（23）。 
 
2.3 昭和 21 年至 62 年（1946—1987） 
 昭和 21 年至 62 年的职业称谓词主要可以分为体力、技术、文化、管理、
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(7) 这一时期出现总次数 多（20 次以上）的称谓词依次为老师（66）、～老
师（53）、学生（52）、先生（22）。 
 
2.4 平成 1 年至 24 年（1988—2012） 
 平成 1 年至 24 年的汉语教材中出现的职业称谓词主要分为体力、技术、文






























































3.2 大正至昭和 20 年（1913—1945） 
  ——新兴经济领域与娱乐业从业者称呼的涌现 















3.3 昭和 21 年至昭和 62 年（1946—1987） 




















3.4 平成 1 年至平成 24 年（1988—2012） 


















































崔春子 日本明治时期汉语教材中的连词 神奈川大学人文学会 人文研究 
2012A（177） 
崔春子 日本初级汉语教材语法项目综合分析 神奈川大学大学院外国语学
研究科 言語と文化論集 2012B（18） 
刘永厚 汉语称呼语的研究路向综观 语言文字应用 2010(3)   
六角恒广 中国语教本类集成（1—10 集）东京：不二出版 1991-1998 









(1) 广部精编辑 1879《亚细亚言语集：支那语官话部》共 7 卷 青山堂书房
发行（《汇刊》第 8 册） 
(2) 吴启太•郑永邦编著 1881《官话指南》杨龙太郎出版（《汇刊》第 2 册） 
(3) 木野村政德 1894《日清会话附军用语》嵩山房（《汇刊》第 10 册） 
366 言語と文化論集 №19 
(4) 金国璞•平岩道知编著 1898 《北京官话谈论新篇》平岩道知发行（《汇刊》
第 10 册） 
(5) 西岛良尔著 1901《清语教科书》石塚猪男发行（《汇刊》第 14 册） 




(8) 金岛苔水 1905《日清会话语言类集》松云堂（《汇刊》第 20 册） 
(9) 平岩道知著，张廷彦校阅 1905《日华会话筌要》冈崎屋书店发行（《汇
刊》第 22 册） 
(10) 渡俊治 1907《官话应酬新篇》东京文求堂书店刊行（《汇刊》第 25 册） 
 
二、大正至昭和 20 年（1913—1945）： 
(1) 佐藤留雄 1915《支那语商业会话》文求堂（《集成》第 3 集第 4 卷） 
(2) 宫胁贤之介 1922《家庭支那语》大阪屋号书店（《集成》第 5 集第 4 卷） 
(3) 佐藤留雄 1928《商业支那语自习》同文社（《集成》第 3 集第 4 卷） 
(4) 渡会贞辅 1928《满洲警察官用支那语会话集》日清印刷所（《集成》第 5
集第 4 卷） 
(5) 大阪朝日新闻东亚部 1937《支那語早わかり》朝日新闻社（《集成》第 5
集第 4 卷） 
(6) 桥本泰治郎 1939《标准支那语会话》丸善株式会社（《集成》第 2 集第 4
卷） 
(7) 内之宫金城 1939《初等支那语会话》日本放送出版协会（《集成》第 2
集第 4 卷） 
(8) 吉野美弥雄 1939《华语教程》平野书店（《集成》第 2 集第 4 卷） 
(9) 樱庭严 1940《警务支那语会话》大阪屋号书店（《集成》第 5 集第 4 卷） 




三、昭和 21 年至 62 年（1946—1987）： 
(1) 中国语学习双书编集委员会 1956《現代中国語会話》江南书院 
(2) 长谷川宽 1960《中国語会話》白水社 
(3) 藤堂明保 ほか 1969《中国語教本》光生馆 
(4) 竹岛金吾•安念一郎 1971《速修中国語会話》金星堂 
(5) 引田春海 1973《実用中国語会話》金园社 
(6) 香坂顺一 1975《統合中国語課本》光生馆 
(7) 伊地智善继 1977《簡明基礎中国語》东方书店 
(8) 相浦杲 1979《NHK 中国語入門》日本放送出版协会 
(9) 平井胜利 1984《中国語初級•中級コース》白帝社 
(10) 榎本英雄 1985《やさしい中国語会話》白水社 
 
四、平成 1 年至 24 年（1988—2012）： 
(1) 舆水优 1997《ワンポイント初級中国語》郁文堂  
(2) 荒川清秀 1998《中国語ステップ•バイ•ステップ》白水社 
(3) 千岛英一 2002《楽しく話そう中国語》金星堂 
(4) 樱井明治 2004《漢語初歩》骏河台出版社 
(5) 関根谦 2005《[改訂版]基礎固め中国語 四つのステージ》同学社 
(6) 中川正之 2007《中国語入門教科書》白帝社 
(7) 濑户口律子 2008《新中国語はじめました》骏河台出版社 
(8) 宫本徹•木村英树 2010《中国語入門Ⅰ•Ⅱ》财团法人放送大学教育振兴
会 
(9) 相原茂 2011《基礎から学べる中国語》PHP 研究所 
(10) 船田秀佳 2012《声に出して覚える！やさしい中国語﹤CD 付﹥》 骏河
台出版社 
 
